連続講座　　日朝<友好>カレッジ

日朝友好は可能か？　　～日朝の「次代」を創造するために～
●第一回
「歴史」をどうとらえるか～なぜ今、日朝友好なのか～
講　師　朴　鐘　鳴　氏　（錦繍文庫顧問・関西学院大学講師）

６月２３日（金）　18:30～20:00　早稲田大学　西早稲田キャンパス　1号館301号室

講義レジュメ

「歴史」をどうとらえるか
・はじめに

「北朝鮮」という国は存在するのか

・「拉致」「らち」・・・やはり「ラチ」・・・？

・朝鮮半島と日本の関係

　―　約2000年間をふりかえってみる

　※　例えば江戸時代の『朝鮮通信使』

・歴史から学ぶべきこと

